
















   

   
宮本 安人  

大学院数理科学研究科 准教授 

 慶應大学から 4 月 1 日に着任いたしました。駒場に通うのは 9 年ぶりです。これまで、ポスドクや教員として、

北大、京大、東工大、慶大に居りました。（東京にある東工大以外は）それぞれの大学に赴任する前までは縁が

なかった地域で、新鮮な気持ちで赴任しましたが、出身大学は不思議な感じがします。最近は少なくなりました

が、4 月のころは、井の頭線に乗っていると、ときどき自分が学生か教員か分からなくなる瞬間があります。 ま

た、5 号館の講義室や生協食堂周辺が綺麗になっており驚きました。 

 専門は、楕円型と放物型の非線形偏微分方程式です。偏微分方程式を解析する手法は、関数解析・実解析・変

分法などの一般論を用いた手法と、個々の方程式の特徴をうまく利用した問題個別的な手法の 2 つがあります。

どちらにも興味を持っていますが、適用範囲が狭く一見アドホックに見えても、深い性質に切り込める個別的な

手法に愛着があります。人の名前が付くような技巧的な変数変換を駆使した計算を自分で追いかけていると、ア

ドレナリンが体を駆け巡ります。 

 今まで一人で研究してきたことが多かったのですが、これからは、いろいろな方と共同研究をしたいと思って

おります。いつでも声をかけてください。研究・教育の両方に力を入れていきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

今井 直毅  
大学院数理科学研究科 准教授 

4 月 1 日付けで本研究科に着任いたしました。 

2 年半前まで東大数理で学生だったので、こちらに赴任してきて、なんだか学生時代に戻ったような気分です。

学生時代と最も違うのは、毎日朝から大学に来るようになったことでしょうか。今学期は、一限の授業を持って

いるのですが、今のところ、まだ一度も遅刻していません。このまま最後まで授業に遅刻しないことを、今学期

の目標としたいと思います。 

専門は数論幾何で、数論的な対象のモジュライ空間やその Galois 表現への応用について研究しています。 

東大数理を卒業した後の 2 年半は、京都大学の数理解析研究所に勤務していたので、教育に本格的に携わるのは

今回が初めてです。自分に教育の仕事が務まるだろうかと不安を感じる一方で、優秀な学生さんたちから、いろ

いろ教えてもらえるのではないかと密かに期待しています。よろしくお願いいたします。 

 

大田 佳宏  
大学院数理科学研究科 特任准教授 

4 月より付属数理科学連携基盤センターで生命動態システム科学推進拠点の特任准教授として着任致しました。

現在はセルオートマトンを用いた遺伝子の転写機構の動態シミュレーションの研究と、Fatgraph などトポロジ

ーを用いた蛋白質立体構造解析の研究を行っております。17 年前に当時本郷にありました理学系研究科情報科

学専攻を修了しまして、IBM 東京基礎研究所と日立中央研究所で約 10 年間勤務しておりました。会社ではデー

タマイニングなどの研究成果を製薬企業でプレゼンして受注をもらうという仕事もしていて充実していました

が、アカデミックな世界への憧れもあり、10 年前から先端科学技術研究センターで数理生物医学の研究をして

おりました。これから 3 年半という短い期間ではありますが、数理科学研究科で研究・教育をさせていただける

ことをとても光栄に感じております。今後は数理科学研究を応用して、創薬など新しい医療開発が可能になるよ



うな成果を開拓していきたいと考えております。まだまだ未熟ではございますが、数理科学研究科の先生方から

御指導をいただきながら精一杯頑張らせていただきますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 
児玉 大樹  

大学院数理科学研究科 特任准教授 

2013 年 4 月 1 日付けで数理科学研究科の数理科学連携基盤センターに特任准教授として着任しました。そう

は言っても私の駒場歴は非常に長く、26 年前に筑波大付属駒場中学校に入学したとき以来、海外でポスドクを

していた 2 年間を除いてもすでに 24 年間駒場で過ごしていることになります。4 月からは所属とともに部屋も

変更になりました。新しい部屋はアネックス棟にあり、数学をするには不便な場所ですが、心機一転して頑張ろ

うと思っています。 

 私の専門は位相幾何学で、接触構造や同相群などを主に研究していますが、基本的になんでも興味を持つ性格

なので、いろいろなものに手を出しています。現在の所属である数理科学連携基盤センターでの仕事はタンパク

質の立体構造など、生命科学的な数理モデルとその解析で、こういった仕事を現在していられるのもなんにでも

興味を持ってきたおかげかなと思っています。生命数理の分野ではいまだに怪しげな、というより単純に間違っ

ている数式変形や論理展開が多々見られますので、初等教育の重要さを痛感しています。 

 現在でも幾何学の研究は継続して行なっていますので、各種セミナーやコーヒータイムなどで見かけた時には

お気軽に声をかけてください。 

 

久保 利久  

大学院数理科学研究科 特任助教 

今年 3 月 1 日より本研究科で特任助教を勤めております久保と申します。本研究科には昨年 6 月より研究員と

してお世話になっており、この原稿を執筆している時点（6 月）でちょうど 1 年が過ぎました。それ以前は、13
年程アメリカはオクラホマ州の大学に在籍しておりました。基本的には生まれも育ちも日本ですが、学部生の頃

より向こうの大学で学んでおりましたので、未だ日本語の数学用語に疎く、只今たくさんの方から教えて頂いて

いる所です。  

 専門分野はリー群・リー環の表現論で、主に共形不変系と呼ばれる微分作用素の系の構成、及び一般ヴァーマ

加群間の準同型の具体的構成に取り組んでおります。また共形不変系の解空間に構成される表現や、放物幾何へ

の応用などにも興味があり、今後取り組んで行ければと思っております。  

 今回、この由緒ある本研究科で特任助教として教育に携われることを大変光栄に思うと同時に、その責務に身

の引き締まる思いです。日本の大学のシステム・慣習というものにまだまだ不慣れで、みなさまに頓珍漢な質問

をすることもあると思いますが、全力で職務に当たる所存です。何卒どうかよろしくお願いいたします。  

 

藤 博之  

大学院数理科学研究科 特任助教 

2013 年 4 月 1 日付けで特任助教として着任致しました。理学系研究科を 2002 年 3 月に修了して以来、10 年

以上の年月を経て、再び東京大学に勤務できる事となり、喜びを感じると共に感慨を覚える次第です。これまで

は PD や特任教員として東京工業大学、高エネルギー加速器研究機構（KEK）、北海道大学、アムステルダム大

学、京都大学基礎物理学研究所、名古屋大学を経まして、再び出発点の東京大学に戻って参りましたので、今後

は心機一転頑張ってゆこうと考えております。 
 私の専門は、数理物理学です。これまでの研究では弦理論や超対称場の理論を基に、トポロジーや幾何学、表

現論などとの接点を中心に研究してきました。現職は生命動態システム化学推進拠点事業での雇用ですので、主

に RNA や蛋白質の幾何構造解析に興味を持って研究を推進しております。生命医学分野での数理的研究は黎明



期にありますので、これまでの研究で活用してきた、行列模型や位相的場の理論の手法を応用して、この分野の

研究の進展に寄与したいと考えております。 
 このニュースが配布される頃には、中国の清華大学数学科学中心（MSC）へ異動しているかと思います。短い

間でしたが、こちらに着任致しまして、数理の皆様との有益な議論をさせて頂き、また新たな研究分野への足が

かりが得られました事は、私にとってとても貴重な経験であったと感じております。今後ともよろしくお願い申

し上げます。   
   

中田 庸一  

大学院数理科学研究科 特任助教 

数理科学研究科には修士入学以来、博士過程、グローバル COE 特任研究員と 10 年ほどお世話になっているの

ですが、今年度から数理科学連携基盤センターおよび生物医学と数学の融合拠点(iBMath)発足にあたり特任助教

として着任することとなりました。今は数理棟から少し離れたアネックス棟に活動拠点を移して活動をしていま

す。 
iBMath は当初「転写の機構解明のための動態システム生物医学数理解析拠点」という長い名前でしたが、そ

の名が示すように現在私を含むチームに課せられているのは生物学および医学において重要なシステムである

転写における様々な構成物のダイナミクスを数理科学的に解析することです。 
これまでは可積分系を専門に研究し、特にソリトン的性質を持つセルオートマトンについて厳密解を見つけ、

その組合せ構造を見つけることに力を注いできました。今年度からは大きく違う分野への挑戦となりますが、こ

れまで培ってきた解析手法やその応用に関するノウハウを生かしてプロジェクトに貢献していければと思いま

す。 

   

   

   
富山 三弘  教養学部等総務課副課長 

4 月 1 日付けで、本部学生支援課から矢冨副課長の後任として着任しました。前職の業務内容は、学生系で五

月祭や総長賞等を担当し、全学の学生を支援する事でしたが、今回は、総務担当となり未経験の領域ではありま

すが、これまでの東大での事務経験を生かし、応用編として研鑽を積み、一日でも早く数理の先生方のお力にな

れるよう、事務室の方々と協力し、数理科学研究科のために貢献したと考えておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 
 
佐藤 貴一 教養学部等教務課数理科学教務係長 

4 月 1 日付けで、教務係に着任いたしました。東大に採用になってから、農学部→放送大学（出向）→教育学

部→日本学術振興会（出向）→医学部と異動し、数理科学研究科は 6 ヶ所目の職場となります。今回、初めて駒

場キャンパスに勤めることになり、新しい環境でわからないことも多いため、ご迷惑をお掛けすることがあるか

もしれませんが、事務職員として少しでもお役に立てるよう、努力してまいりますので、何卒よろしくお願い申

し上げます。 
 
 
 



牛島 麻里 事務補佐員 
平成 25 年 4 月 1 日付で事務補佐員として採用いただきました、牛島麻里と申します。前職は日本大学生物資

源科学部内の研究センターにおいて、文部科学省採択の研究プロジェクトの事務をしておりました。その際は 1
人部屋に籠って仕事をする環境でありましたが、現在は素敵な先輩方に囲まれ、毎日楽しくお仕事をさせていた

だいております。 
まだ至らぬことが多く皆様方にご迷惑をおかけするばかりですが、どうぞよろしくお引き回しください。よろし

くお願いいたします。 
 
川添 仁美 事務補佐員 

6 月 1 日付で数理総務係に採用となりました、川添です。甲子園のある西宮市の出身で、この 4 月まで神戸大

学の数学教室に勤務しておりました。現在、主に出張申請、外国人研究員・教員の受入を担当しております。慣

れない事も多々ありご迷惑をおかけしますが、日々努めてまいります。どうぞよろしくお願い致します。 
飲み会や美味しいお店を見つけて、食べ歩くことが大好きです。そのような機会がありましたら、はりきって参

加しますので、お誘いいただけると嬉しいです！ 
 














